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第3９回日本高齢者大会inおおさか・第34回ゆたかな高齢期を 

めざす東京のつどい東京実行委員会第２回会議（討論を受けて加筆） 
 

2026 年 5 月 7 日(木)14：00～16：30 南大塚地域文化創造館 

 

 

１  本日の主な内容  

・ 第 39 回日本高齢者大会 in おおさか報告・東京からの参加体制議論 

・ 第 34 回ゆたかな高齢期をめざす東京のつどいの構想 

・ 各地域、団体の運動交流 

 

 

２  第 39 回日本高齢者大会中央実委報告 
 

第 39 回日本高齢者大会 in おおさか第２回中央実行委員会総会（要点） 
 

Ⅰ．大会の位置づけ（情勢と目的） 

• 国際的に、戦争・軍事対立が拡大（ウクライナ、ガザ、中東情勢など）  

• 国内では 、改憲の動き 軍拡の進行 社会保障削減と国民負担増  

• 高齢者のくらし・医療・介護・年金が深刻化  

• 一方で、平和・人権を求める運動が広がっている  

• 国連では高齢者人権条約制定に向けた動きが進展  

• → 本大会は 平和・くらし・人権を守る全国的な共同を広げる場 

 
Ⅱ．大会スローガン 

• まちから村からの連帯で ひとりぼっちの高齢者をなくそう  

• 憲法改悪を許さず、平和・くらし・人権を守りぬく共同を広げよう  

 

Ⅲ．開催概要 

• 日程：2026 年 11 月 10 日（火）12:00 開場 13:00 ～16:30  

                  夜の交流会 18:00～20:00 

   2026 年 11 月 11 日（水）9:30 開場 10:30～12:30 

• 会場：大阪国際会議場（グランキューブ大阪）  10 日夜：大阪グリーン会館 

• 規模： 現地参加：延べ 3000 人（全体会 1500／講座・分科会 1500）  

 オンライン：延べ 800 人  

    全都道府県からの現地参加を目指す  

 
Ⅳ．大会構成 

【１日目】・学習講座（前半・後半） ・分科会 ・移動分科会  ・夜の交流会  

【２日目】・全体会 
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Ⅴ．11 月 11 日（水）全体会 

• 記念講演：青木理（ジャーナリスト）※対話形式  

• 基調報告（運動の方向提起）  

• 1分スピーチ（各分野・地域の実践報告）  

• オープニング（うたごえ・詩吟）  

• 特別決議  

• 大会旗引き継ぎ  

 

Ⅵ．11 月 10 日（火）学習講座（計画中） 

• 日本高齢者人権宣言／国連高齢者人権条約  

• 住まいは人権  

• 生存権を考える 憲法 25 条と年金 

• 補聴器助成の拡大  

• 笑いヨガ 

• 歯科医療・オーラルフレイル  

• 保険証問題  

• 農業問題 （検討中） 

• 高齢者の仕事と暮らし 

 
Ⅶ．11 月 10 日（火）分科会（計画中） 

• 日本高齢者人権宣言 地域要求運動と高齢期運動  

• 国民皆保険の危機・自己負担国民負担 

• 介護保険の課題  

• 公共交通  

• 生存権を考える 憲法 25 条といのちのとりで裁判 

• 大阪カジノ問題（維新政治の検証）  

• 戦争する国づくりを地域から止めよう 自治体が協力しなければ・・ 

• 川柳 

• 大阪城の謎 大阪城の歴史 

 
Ⅷ．11 月 10 日（火）移動分科会・交流 

移動分科会 

• 戦争をテーマに 大阪城と軍都の歴史  

• 人権をテーマに 生野コリアンタウン（多文化共生）  

• 歴史をテーマに 中之島・適塾  

交流企画 

• 夜の交流会（うたごえ・軽音楽・交流）  

 

Ⅸ．参加方法 

• 参加費  

o 現地：2500 円／日（2 日 5000 円）  

o オンライン：1000 円／日（2 日 2000 円）  
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• 申込  

o 都道府県単位、団体単位で取りまとめて中央実委へ申し込む  

o 中央実委への申し込みの第 1 次締切：9 月 30 日  

o 以降も中央実委としては、当日まで受付  

• その他  

o 移動分科会は事前申込 定員を越えたら抽選 

o 参加のしおり・ワッペン事前送付  持参して参加 

o 宿泊は各県で手配   

o 全体会はオンライン配信  講座・分科会は検討 

 

Ⅹ．財政   

• 参加費は、都道府県･団体経由で中央実行委員会へ納入 

• 現地参加については県･団体は（1 日 2000 円／2 日 4000 円）を中央実委へ納入  

• 大会規模（現地 3000 人･オンライン 800 人）を前提に収支設計  

• 移動分科会・交流会は別途実費負担あり  

   → 参加規模の確保がそのまま財政基盤になる 

 
 ＊ 検討中の講座・分科会案資料別項（ｐ９） 

 

 

 

３ 「第 39 回日本高齢者大会 in おおさか」への東京からの参加につい

ての相談 
 

 １）目的・意義 

    11 月の「日本高齢者大会」は、単なる恒例行事ではありません。全国から「生

きた知恵」と「次へのヒント」を持ち寄る、大きな交流の場です。 

    今、私たちが向き合っているのは、平和と人権の危機に対峙して、世代を超えて

「人間の尊厳」をどう守り抜くかという、かつてない挑戦です。平和の尊さを伝

え、誰もが当たり前に社会保障を享受できる日常を築くことは、今の高齢者の尊厳

を守るとともに、今を懸命に生きる青年や現役世代の未来の安心を耕すことにもつ

ながります。 

    今年の大会の合言葉は「日本高齢者人権宣言」。これを額に入れて飾るのではな

く、日々の活動の「羅針盤」に、さらに「高齢者人権条約」制定の力にという思い

をみんなのものにする大会です。 

    東京の各地・各団体でがんばってきた豊かな実践を全国に投げかけ、代わりに新

しい風をたっぷりと東京へ持ち帰る。そんな循環を作りましょう。 

    肩の力を抜いて、大阪での交流や、大会の雰囲気を楽しむというのも悪くありま

せん。ぜひ現地への参加に取り組みましょう。 

    そう言っても、費用を考えると、だれでも現地大阪へというわけにはいきませ

ん。各地域・団体で是非 Web 衛星会場を作りましょう。そして Web 会場は、ぜ

ひ小集会的な運営にして、集まった仲間が元気を持ち帰れる場にしましょう。 
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 ２）参加 

 （１）東京としての参加人数の目標  

    現地参加延べ 300 人以上をめざす。Web 参加を大きく広げる。 

 （２）東京実委として一定数の宿泊場所を確保する 

     東京実委ツアー80 人を含め、湯の花温泉 渓山閣に 100 人分の宿泊場所を確保 

 （３） 団体･地域で目標を持って参加を組織することを呼びかける。カンパ、財政活動、

団体からの援助などを呼びかけ、都内全地域から現地に代表を送ることをめざす。 

 （４） Web 衛星会場の設置を広く呼びかけ、大規模な Web 参加をめざす。200 人以

上の Web 参加を 

 

 ３）呼びかけ発送と受付の仕方 

 （１） 6 月中に中央実行委員会のリーフレットが完成する。これをまって、東京のチラ

シ、参加要綱、参加申込書、A コース説明書、Web 会場設置要綱、移動分科会申

込書、参加費払込用紙など必要な資料を 6 月末に団体・地域に郵送する。今回は

郵送料節約のため、事前の呼びかけの郵送は 1 回にする。 

 （２） 団体地域で参加者をまとめて申込書を東京実委に送り、東京実委から事前にしお

りと参加証を送る。 

    （東京高連の事務所が中野に移転するので、新 FAX 番号を徹底） 

 （３） 締め切り A コースの手配、資料の郵送などを考えて、一斉発送までに検討して

締め切りを設定、締め切り後は現地での受付とする。 

 

 （４）コース 

   ① A 東京実行委員会ツアー （詳細は一斉発送に資料を入れる） 

     ・東京駅集合 個別の切符を事前に参加者、参加団体に郵送 

  （切符は往き帰りとも一般切符で、発車時刻前なら 1 回変更ができる。） 

    ・10 日講座、分科会後バスで旅館に移動 夕食交流会 

   花の湯温泉渓山閣（京都府亀岡市稗田野町佐伯下峠 20-6） 

     ・11 日旅館からバスで 会場へ移動、全体会参加 終了後解散 

     ・費用：新幹線・バス・宿泊 56,000 円 参加費 5,000 円 計 61,000 円 

      （宿泊のみなどの相談は、東京実行委員会へ） 

     ・ツアー定員 80 人(早い段階で超える様なら旅行会社と相談) 

   ② B 現地参加のみ 

 ・費用 参加費 2 日参加 5,000 円 1 日参加 2,500 円 

   ③ C Web 衛星会場（要綱発送） 

    ・必ずメールで実行委員会に申し込み、 

 ・費用 参加費 2 日参加 2,000 円 1 日参加 1,000 円 

   ④ D Web 個人接続（要綱発送） 

    ・必ずメールで実行委員会に申し込み、 

 ・費用 参加費 2 日参加 2,000 円 1 日参加 1,000 円 

 ・Web 参加の場合、直前に視聴のためのリンクを東京実委からメールで送る。 

 （５）東京独自ちらし案（別紙）未完成版なので、増刷配布しないこと(p8) 
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 ４）参加費・財政 

  （１）会場参加費 2,500 円のうち 500 円が都道府県実委に還元される。Web 参

加は 1,000 円の参加費だけ集金し全部中央実委に納入するので還元はない。 

 現地参加が実 100 人延べ 200 人だとすると、還元額は 100,000 円しかなく、

郵送費などを考えると赤字が出る心配がある。6 月時点までに、参加の見込みと費

用を精査して、赤字が出る見込みの場合は、募集時に参加者に若干の負担をお願い

する。（次回実委にはかるのでは遅いので、事務局に一任） 

  

 ５）地域の運動・団体の組織 

  （１）各地域の自治体要求運動や高齢になっても安心して住み続けられる地域をつく

る運動などを交流しながら旺盛に進め、運動の中で高齢者大会参加を誘い広げる。 

  （２）高齢者大会の分科会の確定を見て、各団体地域から運動や地域の実態をまとめ

て高齢者大会の各分科会に参加し、積極的に討論に参加していくことを相談し、そ

れを通じて現地参加を広げる。 

  （３）各団体が、団体未加入者を日本高齢者大会現地参加に誘うことや、地域に

Web衛星会場を作り、未加入者を会場に誘うことなどを通して。それぞれの団体

が、団体加入促進の取り組みに生かすなど、高齢者大会への参加を団体の組織強化

に結びつける。 

 

 

４ 第 34 回ゆたかな高齢期をめざす東京のつどい 
 １）目的・意義についての議論 

  （１）東京のつどいは、高齢になっても安心して住み続けられる社会の実現をめざす

ことを基調として、それぞれの時期に重要なテーマを掲げて実施してきました。つ

どいをどのような課題を中心にどのようなテーマで行うか議論を深めましょう。 

  （２）前回の東京のつどいは、三多摩地域を中心に実施し大きな成功を収めました。

今回は、地域の運動との結合をより一層明確に位置付け、北区を中心とする 23 区

北中部･城北地域の運動と連携して実施します。 

 

 ２）北区実行委員会への申し入れと協議 

  （１）北区高齢者集会実行委員会に以下の点を申し入れ、賛同していただきました。 

 ・会場の確保および日程調整 

 ・東京実行委員会での集会企画立案への参加 

 ・地域からの参加者の組織、北区および隣接する北部地域における、広範な団体へ 

  の呼びかけ。 

 ・地域報告の選定・実施、北区を中心とした北部地域の運動や実践（生活困窮への

  支援や居場所づくりや自治体要請等権利擁護の取り組みなど）を共有するため、

  2～3 件の地域報告のとりまとめ。 

  

  （２）4 月 15 日に第 1 回の共同の事務局打ち合わせを行いました。 
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 ３）全体会 

  （１）日程会場 

   会場の確保、北とぴあさくらホール 

    ・1300 名（1 階 806 席、2 階 494 席） 

   ・日程 2027 年 2 月 25 日（木）午前･午後を確保 

    ・料金 平日午前 84,500 午後 147,840 計 232,340 払込済 

 
 

  （２）企画 

    ・記念講演 第 1 候補 落合恵子さんに要請折衝中（p7） 

  ・地域からの報告を２～３入れる 

  ・基調報告 

  ・全体会を充実した楽しい内容にするために意見を出し合う。 

     文化行事など、意見を集約しながら企画していきます。 

  →北区で合唱に取り組む仲間に打診してみる。文化行事について更に検討 

 

 ４）講座・分科会 

  （１）設定案 

  ①高齢になっても安心して住み続けられる地域をめざす運動の分科会 

   ②情勢を学ぶ講座、渡辺治さんを講師に→講師について更に検討、討論では、 

   長友薫輝さん、斎藤幸平さんの名があがり、事務局でも議論し次回実委で決定 

    ③公共交通の運動の分科会、日本高齢者大会のときの助言者を助言者に 

     →日本高齢者大会分科会と重なるので検討‥別の課題での交流も含め事務局でも 

  議論し次回実委で決定 

  ④北区の戦跡をめぐる移動分科会 

    ・①は東京民医連に担当依頼、④は北区実行委員会に担当依頼し進める 

    ・②、③については 7 月実委までに検討し、7 月実委で確定する 
     

 ５）東京のつどい具体化のための事務局打合せ 

  ・5 月 21 日（木）14:00～ほくと医療生協組織部前会議室 

    ・6 月 30 日（火）14:00～ほくと医療生協組織部前会議室 

 

 

５ 東京実行委員会の体制・会議 

 １）役員 

  実行委員長 （東京高齢期運動連絡会 千野律子） 

    事務局長  （東京高齢期運動連絡会 菅谷正見） 

    事務局次長 （北区高齢者集会実行委員会  森松伸治） 

   事務局体制 （東京高齢期運動連絡会事務局）＋ 

   実行委員会には、東京高齢期運動連絡会未加盟団体にも参加を呼びかける 
 

 ２）実行委員会の会議日程 

    第 3 回を 8 月 20 日の東京高齢期運動連絡会の常任幹事会の前半に予定しました
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が、北区の日程と合わないこと、もう少し早めに企画を詰めたいということ、で変

更します。 

    第 3 回 日本高齢者大会への参加組織と東京としての取り組み 

        ・東京のつどいの企画確定 

  7 月 9 日（木）14:00～（南大塚地域文化創造館予定） 

  実行委員会へ、地域からの参加も呼び掛ける。 

    第 4 回 日本高齢者大会直前の詳細打合せ・東京の集いの参加組織 

  10 月 29 日（木）14:00～（南大塚地域文化創造館予定） 

 第 5 回 東京のつどいに向けての詳細打合せ 

  1 月 21 日（木）14:00～（南大塚地域文化創造館予定） 

 第 6 回 まとめ、年度替わり 

  3 月 11 日（木）14:00～（南大塚地域文化創造館予定） 

 

 

【資料 1】 

＜東京のつどい講師折衝中＞ 

 

落合事務所より 

吉岡 尚志 様 

 

お世話になっております。 

落合恵子事務所の鈴木でございます。 

講演検討書を拝受いたしました。 

当事務所では講演会開催日の約半年前にお約束を決めさせていただいております。 

といいますのも、落合は講演会だけではなくメディア取材や様々な審査員も兼ねており、 

調整をしながら様々な活動をしているためです。 

今回の講演会の内容に大変興味があったため日程に限らずお約束をしようと 

現在お受けしている取材等の調整に時間がかかっておりご連絡が遅くなっておりました。 

他のご依頼の調整をしながら今回のお話のお約束をしたいと存じます。 

半年前ですと夏になりますでしょうか。その頃に今一度お話しくださいますようお願いい

たします。 

 

落合恵子事務所 鈴木静江 
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     地域・団体でまとめて東京実委に申し込んで 

ください。要項と申し込み用紙は、東京実委

のホームページから取ることができます。 

URL は、https://x.gd/taikai です。 

             

13:00～（予定） 
・学習講座･分科会 
・移動分科会 
1800～ 
夜の交流会 
（大阪グリーン会館） 
   

10:30～ 
・全体会 

（12:30 終了予定） 

● オープニング 
（詩吟・大合唱） 

● 基調報告 

● 記念講演 

第３９回 

 
   

 第３９回日本高齢者大会・東京実行委員会 （連絡先：東京高齢期運動連絡会） 
  〒１６４－００１１ 東京都中野区中央 5-48-5 シャンボール中野 504 号   E-maul：koureishataikai.sanka@gmail.com 

 ＴＥL＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＦＡＸ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

申込締め切り 10/＊＊ 以降現地受付 

 

 11/10 

 11/11 

憲法改悪を許さず、平和・くらし・人権を守りぬく共同を広げよう 

 記念講演 

      （対話形式） 「 」（仮題） 

                   青木 理 さ ん 
                     (ジャーナリスト・TV コメンテーター) 

 

【プロフィール】 ■あおきおさむ 

■元共同通信社記者、元ソウル特派員 

■1966年生まれ■長野県小諸市出身 

■慶應義塾大学卒■随筆/ノンフィクション

近著「百年の挽歌 原発、戦争、美しい村」 

 

 

 

 

●・ ● 火 水 

● 1 日目：新幹線で大阪へ 講座・分科会参加 

● バス移動 湯の花温泉 渓山閣宿泊 

● 2 日目バス移動 全体会参加 新幹線で東京へ 

  参加費+往き帰り新幹線+宿泊+バス移動含め 

  61,000 円 （泊だけ等の方はご相談ください） 

 

 

● 各自で大阪へ 

  参加費 1 日 2,500 円 2 日間 5,000 円 

 

 
 

● みんなで集まってオンライン視聴 

  参加費 1 日 1,000 円 2 日間 2,000 円 

 

 
 

● 自宅などからオンライン視聴  

  参加費 1 日 1,000 円 2 日間 2,000 円 

 

まちから村からの連帯で ひとりぼっちの高齢者をなくそう 

 申し込み 

2026年 

     

 

 

 

 

● 全体会は Web 配信します。講座・分科会については、中央実委のリーフやホームページでご確認ください 
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2026.11.10 分散会・学習講座   〇学習講座 7 講座  〇分科会 10 分科会          確定         ほぼ確定                                    2026.4.25 

                            〇学習講座   ［前半］13.00～14.30  ［後半］15.00～16.30    〇分科会 13.00～16.30 

階 定員スクール シアター 部屋 仮   担当団体 

７

階 

90 人 

 

 701 

702 

学 日本高齢者人権宣言を学ぶ 

  担当：日本高連 講師：高田清恵 

学 住まいは人権 

  担当：日本高連.借家借地人組合 講師： 

 

８

階 

90 人 

 

 801 

802 
学 生存権を考える 憲法２５条と年金制度 

  担当：年金者組合中央本部 

学 補聴器助成制度 7００自治体にせまる勢い 国・都道府県も動かす 

   担当：年金者組合中央本部 

 

 24 人 49 人 803 学 笑いヨガ 元気で長生きの秘訣は笑い 

  講師：竹村聖 

●現地 

年金者組合 府女性部 

 

  

36 人 

 

60 人 804 ○分川柳 そのおもいを 声を 今 5・7・5 に 

  講師：岩佐ダン吉(あかつき川柳会幹事) 

 

    

●現地 

あかつき川柳会 (       )  

 36 人 

 

60 人 805 学 歯科講座 保険で良い歯科医療の実現を 

担当：保団連 

学 保険証をなくすな 

   担当：保団連 

 

 24 人 49 人 806 事務局控室  

10

階 

108 人  

 

1008 ○分 日本高齢者人権宣言をくらしに活かす 地域要求運動と高齢期運動 

  担当：日本高連 講師：長友薫輝 

 

 162 人  

 

1009 ○分 国民皆保険の危機 ―際限ない自己負担、国民負担― 

  担当：日本高連 講師：井口克郎(神戸大学准教授) 寺内順子(大阪社保協事務局長)  

日本高齢期運動連絡会 

吉岡尚志 

  63 人 

 

 1004 ○分 高齢者の仕事と暮らし ―実態調査が示すものー   

  担当:建交労・総合社会福祉研究所 講師：浜岡政好(佛教大学)           

  〇4.7㈫ 総合社会福祉研究所 中島事務局長・黄さんに依頼済み 

●現地 

総合社会福祉研究所 

建交労 

 63 人  

 

1005 ○分 介護保険制度  ―誰もが利用できる制度をめざしてー 

  担当：全日本民医連 講師：石田路子(高齢社会をよくする女性の会副理事長) 

 

 63 人  

 

1006 ○分 公共交通 移動交通手段は人権 交通は公共の財産 

  講師：   〇4.24㈮１６時 堺(松永)岸和田(木村)松原(長谷川)河南町(関)林で打ち合わせ(堺市職労) 

●現地  

堺市のバス・公共交通問題を考

える会他  

 ６３人  1007 ○分 生存権を考える 憲法２５条といのちのとりで裁判 ―生活保護基準の違法性を争うー 

  担当：生健会大阪府本部 講師：小久保哲郎(弁護士)・藤田孝典(聖学院大学・阪貧困ネットワーク埼玉代表) 

  〇４．３(金)大阪共作連 雨田事務局長に依頼済み 

●現地 

生健会 

 123 人  

 

1001 ○分 維新の「身を切る改革の正体とは」と大阪カジノ 

  担当：現地実行委員会の団体 講師：冨田宏司(関西学院大学) 桜田照雄(阪南大学) 藤永延代(おおさか市民ネット代表) 

 

●現地 

府職労退職者会 

 126 人  

 

1002 ○分 戦争する国づくりを地域から止めよう ―自治体が協力しなければ戦争する国づくりは進まないー 

  担当：現地実行委員会の団体 講師：中山徹(奈良女子大・自治体問題研究所理事長) 奈良「自衛隊への住民名簿提供」訴訟団 

 

●現地 

衛都連退職者会 

 288 人  

 

1003 ○分  【前半】 大阪城の謎 ―豊臣時代とは何だったのかー   【後半】 大阪城の歴史と見どころ 

         講師：渡辺武(大阪城天守閣元館長)              講師：跡部信(大阪城天守閣館長) 

●現地 

大退教 

 

学習講座・分科会担当団体の役割 ①会場設営 ②受付 ③司会 ④記録 ⑤写真  

 

 

 

 

 

 

 


